
1 ．概要（P58～P67）
1 ） 2021年度は283名の入会、308名の退会があり、期末会員数は25名減の5,693名となりました。入会率は4.9％（2020年
度は3.8％）、退会率は5.4％（2020年度は7.2％）と、入退会ともに 1ポイント以上改善しました。またオンライン会
合を各支部で進めたことにより、支部の垣根を越えた参加も広がりつつあります。また全道経営者“共育”研究集
会を 3年ぶりに開催。設営を担当した苫小牧支部では過去最高会勢の270名になるなど、アフターコロナに向け着
実に運動の進展がみられる 1年となりました。

2） 2021年度の収支は、経常収益計が430,282千円、経常費用計が431,570千円、当期経常増減額は▲1,288千円減。経常
外増減額は493千円で、最終の当期一般正味財産増減額は▲795千円となりました。

2．財産状況（貸借対照表）（P58～P59）
1 ） 資産の部は流動資産が67,702千円、固定資産が332,546千円で資産合計は400,248千円（期首比11,006千円減）となり
ました。また流動負債が26,695千円、固定負債が107,147千円で負債合計は133,843千円（期首比10,211千円減）とな
りました。一般正味財産は266,406千円で期首比5,851千円減となりました。

2） 借入金は本部事務所取得に伴い、北海道銀行、北洋銀行から各40,000千円借り入れをしています。 1年以内返済予
定長期借入金は翌年度の返済分、長期借入金は翌年返済分を除いた残高です。

3） 退職給付引当資産は、事務局員の期末退職給与必要額のうち約77％分を計上しています。
4） 役員退職慰労金引当資産は、常勤役員の期末退職慰労金必要額のうち、約72％を計上しています。

3. 予算対比（正味財産増減計算書）（P60～P61、P67）
（ 1）経常収益の部
1） 経常収益合計は430,282千円で、予算対比96.5％となりました。
2） 「受取入会金」は、入金ベースで211名の新規入会、34名の再入会があったものの、コロナ前の状況までには回復せ
ず、51.5％の達成率となりました。

3） 「受取会費」は、約5,741名分の会費が入金となっています。
4） 「事業収益」は74,914千円で85.8％の達成率となりました。共同求人事業などがコロナ禍の影響を大きく受けました。
5） 「雑収益」は、書籍「わが人生わが経営（第 2集）」の出版に伴う特別協賛金のため396.7％となっています。

（ 2）経常費用の部
1）経常費用は431,570千円で、予算対比95.7％となりました。
2） 各支部の会合がオンライン化されたことにより支出が減ったため、「会合費」76.9％、「研修会費」62.9％、「会議費」
88.6％となっています。

3）オンライン会合に必要な機材購入のため、「消耗什器備品費」は178.2％となっています。

（ 3）経常外収支の部
1） 経常外収益が23,175千円、経常外費用が22,681千円となり、経常外増減額は493千円となりました。

以上
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